
令和２年度第１回学校評議員会 報告書 

 

日時 令和２年６月９日（火）9:30~11:10 

場所 サーモンホール 

１ 開会 

（１）学校評議員委嘱（校長） 

（２）校長挨拶 

   ・今年度は新型コロナウイルス感染症が国内はもとより世界的に大きな影響を与えている。

学校現場でも感染拡大に伴うリスクが大きくなり、行事の中止や内容の変更をした。緊急

事態宣言が解除され、今のところ県内の感染者が０であるので、感染対策を進めながら、

行事を精選して進めていきたい。 

・本校の課題は通学路の整備、学校の移転であり、保護者からも要望が出ている。その実現

のため、宮古市や岩手県と協議しながら進めていきたいと考えている。 

（３）諸連絡・日程説明（副校長） 

 

２ 授業参観（各学部主事） 

 

３ 報告 

（１）令和２年度学校経営について（校長） 

（２）令和２年度小学部・中学部・高等部運営方針について（各学部主事） 

（３）その他（副校長） 昨年度・今年度の学校行事の様子等の紹介 

 

４ 提言（各評議員） 

A評議員 

 ・新型コロナウイルス感染症の関係で大変な事態となっている。外部との交流がほとんどできな

くなってしまったことは残念である。行事をうまく厳選した形で運営をしていただければ良い

と思う。 

・H学園と恵風支援学校が今後どのような関係づくりをすすめたらよいかを考えていきたい。 

・普段と違う学校運営で大変だと思うが、工夫して進めていただければと思う。 

 

B評議員 

 ・恵風支援学校との交流はS中学校の柱である。新型コロナウイルス感染症の影響はあるが、お

互いに情報交換をして、知恵を出し合って交流のもち方を工夫しながら交流していきたい。 

・本校には特別支援学級が複数あり、通常学級に所属しながらも支援が必要な生徒がいる。小学

校のときに、恵風支援学校の先生方に支援について指導してもらった。外部から先生が指導に

来てくれることで、保護者の方の理解が深まるようである。中１ギャップや環境の変化を乗り

越え、学校で楽しく生活できるようになってきている。 

 ・宮古市ではコミュニティスクールを実施する動きがある。中学校学区ごとに学校運営協議会を

設立して意見を出していただく。崎山地区コミュニティスクールとして考えると、恵風支援学



校にも協議会に参加していただき、企画の部分から意見を出していただいて、幼稚園、小学校、

中学校、支援学校、崎山貝塚などの様々な地域資源を活用し、それぞれの良さを生かしながら

取り組みを進めていきたい。 

  

C評議員 

 ・医ケア児中心のグループホーム見学の予定を立てていたが、新型コロナウイルス感染症の影響

で実施できるか厳しい。 

・医ケア児・者については短期入所先の問題をいつも抱えている。老人保健施設等で子どもたち

を受け入れるように進めている。空床利用という言葉があるが、もともと利用する予定だった

方がキャンセルになったときに利用できるという受入態勢のことだが、空きができても連絡は

来ないということが長年の課題であった。今回、この方法を変更して、空いていることを確認

して予約を入れるという利用方法を進めている。ご家族、先生方のご協力をお願いしたい。 

 

D評議員 

・時間外の電話対応について、働き方改革は大切なことである。電話はメッセージが流れその場

合録音されているのか伺いたいと思う。親御さんも時間内に電話ができない方もいらっしゃる

と思うし、緊急に連絡を入れなくてはならない場合もある。恵風の先生から電話をいただいて

も取れなくて時間内に折り返すことができなかった場合、連絡が取れなかっただけで終わって

しまうのではないかと危惧している。 

 ・昨年までと同様に、相談支援業務については一緒に取り組んでいきたい。 

（校長）留守番電話のメッセージについては今後検討をしていきたい。 

 

E評議員 

・久しぶりに子どもたちの授業での姿を見ることができて安心した。新型コロナウイルス感染症

の関係で、学校に通えなかったり、できることが少なかったりしたので、子どもたちはどうし

ているかと不安に思うところもあった。 

・留守番電話は、応答のみでメッセージが残らないこと、恵風お知らせメールはあるが保護者側

からの発信はできないことから、留守番電話はメッセージを録音できることがよいと思う。 

 

校長 

・本日は貴重なご意見、ご提言等をいただき、ありがたく思う。 

・本校の課題は様々あり、新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応に集中していたところ、雨

による通学路の問題が生じた。また、台風のたびに心配しなければいけない状況である。この

ような状況は県に伝えている。 

・本校の状況について、周りの方々の関心が高まってきているという認識をもっているので、や

れることをやっていく必要があると強く思う。また、保護者の意見等を踏まえながら進めてい

きたいと考える。 

 

５ 閉会 


